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能、農作業動作、遊戯の中でも見られる。本論文ではバリ島で も普及している
















































 コテカンの種類についてはヴィターレ Vitale（1990, pp. 2-15）が 2 音構成、3 音
構成、4 音構成に分類しそれぞれの特徴を述べている。音の数に注目している点
で位相性に近づく第 1 歩であったと考えられる。 
 さらにベイカン Bakan（2009, pp. 96-99）はコテカンが 2 パートだけでなく







































 骨格旋律はバリ語ではバンタン・グンディン bantang gending、インドネシア語





 次に具体的な譜例を用いてコテカンと骨格旋律の関係を説明する。譜例 1 はガ
ボール gabor という舞踊曲の 初の部分を五線譜化したもので、第 1 段がポロス、
第 2 段がサンシのパートを示し、これらはガンサ gangsaと呼ばれる旋律打楽器に
よって演奏される。第 3 段は両者が合体した音形を示している。第 4 段が骨格旋
律（pokok と示す）、第 5 段が拍節を示すカジャール kajar という楽器の音形であ




 これを見るとポロスのパートは 2 拍毎に骨格旋律と同音に合流している。第 1
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小節第 3 拍のイ音、第 2 小節第 1 拍のニ音、第 2 小節第 3 拍のイ音、第 3 小節第
1 拍の嬰ト音の各音である。骨格旋律と同音に合流するのは基本的にポロスの
パートである。サンシはポロスの休止部分を埋めつつ、共通音も弾いている。そ
の結果合体すると第 3 段のように隙間のない音の流れが出来上がる。 
 またコテカンは骨格旋律の出発音ではなく到達音を目指して合流するように作
られている。つまり第 1 小節第 3 拍のイ音は 1−2 拍部分の解決音なのである。同




① 2 音構成のコテカン 
 2 音で構成されるコテカンは 1 個のパターン中に 2 つの音を用い、ポロス、サ
ンシの両者の間に 1 個の共通音を持つものと共通音を持たず終始交互の関係を維
持しながら広範囲の音域を移動するものとがある。 
② 3 音構成のコテカン 
 3 音で構成されるコテカンは 1 個のパターン中に 3 つの音を用い、ポロスとサ
ンシが中央の音をリンクとして共有するものである。 
③ 4 音構成のコテカン 
 4音で構成されるコテカンはポロスとサンシが 1個のパターン中でそれぞれ独自












 ノロッは 2 音で構成されるコテカンの も単純なパターンである。ポロス、サ
ンシの 2 パートに分かれ骨格旋律を装飾する。譜例 1 のガボールの骨格旋律を用

















譜例 1 の骨格旋律を 4 倍の音価に拡大した譜面でオンチャン＝オンチャンガンの
実例を示す。（譜例 4） 
 広範囲な音域を移動するため音の種類は 3 音以上になるが、ポロスとサンシの





持しつつ 2 音上方と 2 音下方の音を跳躍的に往復し、サンシは常にオフビートで
ポロスが跳躍移動で省略した音を経過音的に補填する。次の骨格旋律音に移動す
る時はポロスは 2 拍前でまずその音（イ音）を予告し、順次下降後 2 音上行して
骨格旋律に合流する。サンシはポロスの一つ下の音を先取りする形で千鳥型に下




 次に 3 音構成のコテカン、ンゴテッを紹介する。これは 1 ユニットが隣接する
3 音で構成され、中央の 1 音をポロスとサンシが共有するものである。代表的な
ものは二種類ある。 
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 二番目の例はトゥルインというコテカンである。（譜例 8） 
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 この例では 2 パートのうち高音域の方を 1 段目、低音域の方を 2 段目に配置し
「上部パート」「下部パート」と記している。3 段目は両者の合体した音形を示
し、4 段目は骨格旋律、5 段目が拍子を刻むカジャルのパートである。 
 ガンサの場合と同様、 初の音は即ち 後の音と同じであり、全体は任意の回
数ループ状に繰り返し演奏される。したがってパターンの開始音は第二番目の音、
すなわち上部パートのニ音、下部パートではイ音になる。 
 まず注目されるのは 高音のホ音と 低音のイ音が常に同時に慣らされる点で
ある。これは並んだ二人の奏者の外側の手が常に同じ運動をしていることを意味
する。この音程は完全 5 度に近い音程でかなり明確な響きとして聞こえる。一種
のリズムアクセントのように意図されていて 16 分音符 4 個を 1 拍とした場合、こ
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３－４－３．ギラッの例２ 
 次により複雑なギラッの例を見てみよう。（譜例 14） 
 リズムがやや複雑になっているものの例 1 のギラッと同じ特徴が見て取れる。
まず 高音と 低音は常に同時に鳴らされている。（譜例 15） 




















３－５－１．クンダン kendang におけるコテカン 
 クンダンは木製の胴に牛の皮を張った両面太鼓でゴング・クビャールではワド
ン wadon（雌）ラナン lanang（雄）の 2 台を対にして用いる。 
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まっていない。8 泊周期の繰り返しの中でクンダンは 4 泊周期のパターンを 2 回
繰り返す。以下に譜例と図解を用いて提示する（譜例 17） 
 
 これで見るとワドン、ラナンは 1 拍おきにオン＝オフの位置を入れ替わること
がわかる。図解ではその 1 パターン分を示している。ABBA と示したようにオン













 も一般的なパターンは 3 パートからなる。以下にその例を譜例と図解で示す。
（譜例 18） 
 
 第 1 奏者はオンビートから始まり 2 拍を 3 分割するパターンで演奏する。第 2
奏者はそれに 1 パルス遅れてオフビートから開始する。第 3 奏者はそこからさら
に 1 パルス遅れて追随する。つまり第 1 奏者から正確に 1 パルスずつ位相をずら
して 3 人が同じ型を演奏する。ただし第 2 拍目の 後では第 2 奏者と第 3 奏者は
同時になる。これは第 3 奏者のパターンでは二拍のなかに 3 パルス収まらないの
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